
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

長期的目標 短期的目標 重点 主な具体的方策 

１ 確かな学力の定着

と向上 
 
『学ぶ力がつく学校』 

 

 
(1)基礎的・基本的な学びの定着 
(2)主体的・対話的で深い学びの 
ある授業の実践 

(3)読書活動の充実 
(4)これからの学びを踏まえた授 
業実践 

(5)教育課程の適正な実施 

・「見通す・活動する・振り返る」学習プロセス重視 
・「考えて書く」活動の充実 
・習熟度別学習と東京ベーシックドリルの実施・活用 
・家庭学習 特に自主学習の充実 
・話し合い活動の確保 
・交換授業や教科担任制の実施 
・探究し、発信する学びの重視（学習発表会） 
・多様な読書活動の計画・実施 
・情報活用能力の抜本的向上 
・デジタルを活用したこれからの学びの推進 
・授業支援システム、デジタルドリルの有効活用 
・授業アンケートを活用した授業力向上 

２ 健やかな体と心の
育成 
『安全で安心できる 

学校』 
十一小のあいうえお 

 
(1)健康・体力向上 
(2)健全育成 人権意識 規範意 
識の醸成 

○あいさつ ○いじめなし ○うつ
くしさ ○えがお ○おもいやり 

 
・基礎体力の向上（なわとび 持久走等） 
・健康教育・食育の推進 
・十一小の決まり・十一小の「あいうえお」の定着 
・いじめ防止基本方針に基づく対応（未然防止、早期対応、組織的対応等）、 
・不登校対応（学校と家庭の連携推進事業の取組） 
・生命の安全教育や SOSの出し方の指導 
・人権意識の向上 

３ 豊かな心の育成 
 
『豊かな経験や挑戦が
できる学校』 

 

 
(1)自己肯定感の醸成 
(2)より良い生き方を学ぶ 
特別活動やキャリア教育の充実 

(3)特別支援教育の推進 

 
・道徳教育の実践・充実 
・挑戦できる場の設定 
・特別活動（学級会等）の研究成果の活用 
・キャリア教育の充実・キャリア・パスポートの蓄積 
・異学年交流やなかよし班活動の充実 
・学習や環境のユニバーサルデザイン 
・合理的配慮の提供・組織的連携・児童の理解教育 

４ 保護者、地域、外部
機関等との連携 
『協働（参加・参画） 
する学校』 

(1)地域学習 
(2)地域連携 
(3)情報発信 
(4)複合化施設の整備に関する計画への参画 

 
・地域人材、資源の活用 
・学習サポート ・ゲストティーチャー 
・地域とともにつくる学校づくり 
・PTA、CSとの協働 
・学校公開やホームページ等による情報の適宜発信 

○ 組織的学校運営 

人材育成 
 

(1)教員の授業力の向上 
(2)組織的な学校経営の推進  
服務の厳正 

(3) 職層に応じた人材育成  

 
・交換授業・教科担任制を活用した授業力向上 
・適正な評価基準に基づいた評価の実施 
・授業改善推進プラン・校内研究 ・OJT研修 
・危機管理意識の高揚・服務規律の厳正 
・業務、行事の重点化・焦点化・簡素化 
・教職員、CS、PTAでの取組のアップデート 

 

小平市立小平第十一小学校 令和８年度 学校経営方針＜概要＞ 
校 長  栗原 由紀子 

つなごう そだてよう ともに  こどもの成長を教育活動の真ん中に 

教育目標   気品と気概のある子 

〇かしこい子  自ら学び、考えて行動し、責任をもつ子 … 思考・判断・表現力 

〇つよい子    めあてを決めて最後までやりぬく子  … 体力、調整力、粘り強さ 

〇やさしい子  友達と仲良く協力し合う子      … コミュニケーション力 

 

日本国憲法 教育基本法 
学校教育法 学習指導要領 
東京都教育委員会教育目標 

小平市教育委員会教育目標 
自立、貢献、共生  

「未来への夢や希望を抱き、切磋琢磨し、 
成長を実感できる学校」 

１ 『学ぶ力がつく学校』  
２ 『安全で安心できる学校』 

３ 『豊かな経験や挑戦ができる学校』 
４ 『協働（参加・参画）する学校』 

 

『自分で考え、自分で決めて、やってみる児童』 

 
 
(1)こどもの個性を発見し、よさや可能性を伸ば
し、成長を支える教師  

(2)授業改善に向け研鑽し、互いに高め合う教師 
(3)社会人、組織人として、学校経営に対する参画
意識をもつ教師 

(4)保護者や地域から信頼される教師 
(5)教育公務員としての自覚と責任をもち、服務
に厳正な教師 

(6)仕事も家庭も大切にできる教師 

業務の効率化と精選 働き方改革 共通の“目標、ルールと実践”で仕事を効率化 
 
・学校及び教師が担う業務の明確化・効率化の中で既存のものの価値を見直す。 
・教師の勤務のあり方を踏まえた勤務時間管理（出退勤システムの活用、適正な服務管理） 
・週１回の定時退勤日と長期休業中における学校閉庁日の実施 
・夜間・休日における留守番電話対応の実施・欠席連絡、アンケート等のデジタル化  
・学校行事の精選（指導時間、準備時間や指導方法等の見直し、行事準備時数の削減） 
・コミュニティ・スクールの強みを発揮して、地域とつながり、協力を得る。 

 
 
 
・学校の組織力の強化 
・児童理解の徹底 
・体罰と言葉の暴力根絶 
・学校・学級公開、 
情報発信 

 目指す学校像 

 

教育目標達成に向けた 4つの柱  ～発達支持的生徒指導を通して～ 
 

 目指す教師像 

 

「何のため」を忘れずに 
教職員が互いに高め合う 

目指す児童像 

 
 


